
 

 

3 ⽉号は事務 榊が担当させていただきます。利⽤者さまに直接お会いする事はあり

ませんが、事業所の業務が円滑に進むよう、縁の下の⼒持ちを⽬指して⽇々精進してい

ます。 

⻑かった冬が終わり、ようやく春の兆しを感じられる季節となりました。皆さまはど

のような冬を過ごされましたか︖私は、陸上部の息⼦と共に駅伝三昧の⽇々でした。⾜

の痛みに苦しみ、縮まらないタイムに悩みながらも、メンバーと共に努⼒を続ける息⼦

の姿に胸を熱くしていました。 

 
今回の広畑・下⼿野通信が皆さまのお⼿元に届く頃には「⾛って⾛って⾛りまくる地

獄の冬季練習」の成果が出て、選⼿として花が咲く事を願い春に関する⼤和⾔葉を紹介

したいと思います。 

◆⾵光る（かぜひかる）…春になり、吹き渡る⾵も輝くように思える様⼦。 

◆東⾵（こち）…春先に東から吹く、春を告げる⾵。 

◆花曇り（はなぐもり）…桜の花が咲く頃の薄くぼんやりと曇った空模様。 

◆催花⾬（さいかう）…春の花を咲かせる事を促す⻑⾬。 

◆佐保姫（さほひめ）…春を司る⼥神。野⼭を春⾊に染め、霞を織る。 

◆春告⿃（はるつげどり）…春の訪れを告げる⿃。ウグイス。 

◆星朧（ほしおぼろ）…星がかすんで⾒える春の夜。 

◆初空⽉（はつぞらつき）…春を迎える最初の晴れた⽉。 

◆⼭笑う（やまわらう）…春になり⼭が⽣き⽣きとして⾒えること。 

 
 

〜冬来たりなば春遠からじ〜 

 厳しい冬が来ればやがて暖かい春が来るという希望のことわざです。 

苦しい時期もいつかは終わり、逆境の後には希望と幸運が訪れます。 

新たな年度が光溢れる暖かなものとなりますように。 

 

今後ともよろしくお願い申し上げます。 

いつもお世話になっております。 

平素は格別のお引き⽴てを賜り、厚くお礼申し上げます。 

当通信は、ツカザキ訪問看護ステーション広畑・サテライト下⼿野の広報誌になります。

現在の当ステーションの空き状況や近況をお伝えできればと思い毎⽉作成しておりま

す。何卒宜しくお願い致します。 

 


